
 

 

＜母子医療センター（周産期）＞ 
A.一般目標 
  周産期における産科的診察を適切に行うために、必要な産科および新生児科領域の統

合的な基礎的素養を身につける。 
 
B.行動目標、方法および評価 

行動目標 研修方法 評価方法 

骨盤内診察ができ、記載できる。 実習 口頭試問 

妊娠を診断し、週数と予定日の計算ができる。 実習 口頭試問 

尿中妊娠反応の陽性開始時期を述べることができ、実施できる。 担当医として実習 
自習 口頭試問 

つわり、胎動などの出現時期を述べることができる。 担当医として実習 
自習 口頭試問 

妊娠中に使用可能な薬剤について述べることができる。 自習 
講義（担当小口） 口頭試問 

妊
娠
全
般 

母体保護法の主旨が理解でき、その概要を述べることできる。 担当医として実習 
講義（担当小口） 口頭試問 

妊婦の定期診察ができる。 実習 実地試験 

子宮底長が測定でき、レオポルド触診法で胎児が確認できる。 実習 実地試験 

超音波断層法によって胎児計測を行い、胎児の評価ができる。 実習 実地試験 

正
常
妊
娠
の
診
察    

分娩経過を判断することができる。 実習 実地試験 

妊娠中毒症、常位胎盤早期剥離、前置胎盤について診断のポイン

トをのべ、治療方針を述べることができる。 

担当医として実習 
自習 
講義（担当小口） 

口頭試問 

子宮口開大の程度を判断でき、小泉門を触知できる。 実習 実地試験 

陣痛･胎児心拍の計測ができ、その異常が指摘できる。 実習 実地試験 

帝王切開の適応を判断できる。 
担当医として実習 
自習 
講義（担当小口） 

シミュレーションテスト 

児娩出の介助、児の処置、臍帯･胎盤の処置ができる。 担当医として実習 実地試験 

会陰切開を行い、その縫合ができる。 担当医として実習 実地試験 

Apgar指数を評価できる。 実習 実地試験 

分娩時異常出血の診断のポイントを述べ、治療方針を述べること

ができる。 

担当医として実習 
自習 
講義（担当小口） 

シミュレーションテスト 

産褥期の子宮底の高さが判断でき、悪露の経過を述べることがで

きる。 
担当医として実習 
自習 口頭試問 

産褥期の急性乳腺炎の診断と治療ができる。 担当医として実習 実地試験 

周
産
期
母
体
管
理 

流･早産および満期産を経験する 実習 観察 

新生児の日常的ケア（保育環境、水分量の計算、 
栄養管理、体重測定、パイタルサイン、新生児 
横断など）ができる 

担当医として実習 実地試験 新
生
児 

新生児のスクリーニング検査ができる。 担当医として実習 実地試験 



 

 

妊娠分娩（正常分娩、流産、早産、正常分娩,産科出血、乳腺炎、

産褥） 
担当医として実習 実施試験 

経
験
す
べ
き
疾
患 

 

 
  

   

   

   

   

特
定
の
医
療
現
場
の
経
験    

 



 

 

＜母子医療センター＞週間スケジュール 
 
 月 火 水 木 金 
本日の担当医 A B C D E 

7:30-8:00 産科検討会 産科検討会 産科検討会 産科検討会 産科検討会 

8:00-8:30 NICU採血 NICU採血 NICU採血 NICU抄読会 NICU採血 

8:30-9:00 NICU症例検討会 NICU症例検討会 NICU症例検討会 NICU症例検討会 NICU症例検討会 

9:00-11:30 産科回診 

NICU回診 

産科回診 

NICU回診 

産科回診 

NICU回診 

産科回診 

NICU回診 

産科回診 

NICU回診 

11:30-12:00 新生児回診 新生児回診 新生児回診 新生児回診 新生児回診 

昼休み      

13:00-17:30 手術、分娩 
妊婦検診 
NICU入院処置 

手術、分娩 
NICU入院処置 

手術、分娩 
NICU入院処置 

手術、分娩 
NICU入院処置 

手術、分娩 
妊婦検診 
NICU入院処置 

17:30-18:00 NICU症例検討

会 

NICUカンファ

レンス 

NICU症例検討

会 

NICU症例検討

会 

周産期カンファ

レンス 

18:00- 本日のまとめ 本日のまとめ 本日のまとめ 産婦人科カンフ

ァレンス 

NICU症例検討

会 

    本日のまとめ 本日のまとめ 

 
付記 
□分娩、緊急患者、緊急手術、新生児搬送には随時立ち会う。 
□周産期副直を週 1回以上行う。 
□妊婦の外来診療もしくは受け持ち医として、4例以上を経験する。 
□分娩経過についてレポートを提出する。 
□切迫流産もしくは切迫早産の受け持ち医として、2例以上を経験する。 
□腹式帝王切開術に第二助手として、4例以上参加する。 
□新生児黄疸の管理、治療を受け持ち医として、2例以上経験する。 
□新生児の人工換気を理解し、受け持ち医として、2例以上経験する。 
□NICU入院時の処置の補助を 4例以上行う。 
□NICU患者の受け持ち医として、4例以上を経験し、受け持ち患者のレポートを作成する。 

講義 
□骨盤内診察と記載方法 担当：A（  月   日） 
□産科超音波検査   担当：B（  月   日） 
□正常妊婦の外来管理               担当：C（  月   日） 
□正常分娩の管理     担当：D（  月   日） 
□正常産褥の管理 担当：E（  月   日） 
□新生児の胸部および腹部のレントゲン写真の読影法  担当：F（  月   日） 
□新生児の採血法             担当：G（  月   日） 
 


